
関西学院大学理工学部同窓会コミュニケーション・レター　Science Winds

　理学部同窓会は、1982年に発足し、5月2日に関学第４別館で第１回総会を開催、以来、年に１回の
総会・講演会を開催、2005年の総会で理工学部同窓会に名称を変更しました。歴代の会長は、初代
　寺内暉（1982）、2代　岩井道夫（1983－1985）、3代　辻幸二（1985－1987）、4代　朝井邦治（1987
－1989）、5代　篠原彌一（1989－1991）、6代　諸島伸治（1991－1993）、7代　大上学（1993－1995）、
8代　丹羽時彦（1995－1999）、9代　中條道雄（1999－2005）の各氏が務められてきました。
　総会では各方面で活躍の卒業生による講演会を開催しています。以下、第15回以降の総会での
講演会をご紹介します。[15] 1996･11･16　竹綱正典（P80年卒）クスリとリスク（製造会社における生
物統計の役割）、[16] 1997･11･22　竹内修（P65年卒）理学部で学んだこと、[17] 1998･11･21　高
岡光康（C81年卒）ゴミとダイオキシン、[18] 1999･11･27　早藤貴範（P67年卒）＜次の夢＞に向けて
－同窓の夢、学生の夢、教職員の夢、[19] 2000･11･25　三村高志（P67年卒）新製品開発の裏側－
半導体デバイスを中心に、[20] 2001･11･17　三田キャンパス見学会、[21] 2002･11･16　山崎洋（P66
年卒）生命科学の進歩：がん研究を中心に、[22] 2003･10･26　三田キャンパス散策会、[23] 
2004･11･13　中山正昭（P78年卒）半導体超格子の物理：関学理学部から生まれたブレークスルー、
[24] 2005･11･19　阪上栄樹（C74年卒）樹木医からの木のちょっと気になる話
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理工学部同窓会のご案内 関西学院大学理工学部同窓会会長　　井　明徳

中庭の彫刻
『月わたり』流政之作
三田移転記念：理学部同窓会からの募金により製作 

　理学部同窓会は、理学部初期の卒業生の皆さんの熱い思いにより、理学部創立20年周年を経た
1982年に発足しました。初代会長に第１期卒業生寺内暉さん（現理工学部教授）が就任し、5月2
日に関学第４別館で第１回総会を開催、以来、年に１回の総会・講演会の開催を中心に今日に至
っています。阪神淡路大震災の時には復興義援金を募り、多数の卒業生よりご支援いただき、理
学部に贈らせていただきました。1994年より理学部の教育支援のため、理学部同窓会賞、同奨学
金を授与してきました。2005年の総会で新たに理工学部の卒業生を受け入れていくために、理工
学部同窓会に名称を変更しました。
　理学部は関学唯一の理系学部でしかも小規模ですので、卒業生の同窓意識は強く（関学自体が
同窓意識が強いようですが）、同窓のネットワークがさまざまなところで役立っていることをよ
く聞きます。私事に関わるほんの一例ですが、私の関わっている学会「日本環境変異原学会」で
は、前会長の国立医薬品食品衛生研究所変異遺伝部長林真さんをはじめ多数の同窓が活躍し、関学ネットワークが輝いています。
　最近は、関学に限らず同窓意識が薄くなっているようなことをよく聞きますが、社会では人と人とのネットワークは非常に
重要で、同窓としての親近感や安心感は格別なものがあると思います。
　私自身、同窓会に参加するようになったのは、10年ほど前からですが、学年を越えたさまざまな方との出会いや、それまで
知らなかった各方面でご活躍の同窓のことを聞くにつけ、関学で学んだことに一層誇りを持てるようになり、同窓会に参加し
て良かったと思っています。
　理工学部同窓会では、会費の納入にかかわらず、卒業生全員に総会などの案内をしています。最近、総会の参加者が減少し、特に若
い方の参加がほとんど無く、終身会費・年会費を納入いただく方も年々減少し、会の運営にも影響しています。短い歴史にもかかわらず
諸先輩が各分野で活躍し社会に輝く理学部・理工学部の同窓会に是非積極的にご参加いただき、先輩後輩の枠を越えて同窓が出会い、
親交を深めると共に有意義なネットワークを作っていただくことを願っております。　　　（79年化学科卒 大阪信愛女学院短期大学教授）


